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落成記念式典には、三村県知事をはじめ歌手の

吉幾三さんらがお祝いにかけつけました。 

3 月31日現在（）内は前回比、男23,483 (-230） 女26,469(-114） 計49,952 (-344） 世帯18,697(-123) 

1 人口と世帯 
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五所川原市役所 容35- 2111 	平成16年 5 月 1日 

市
が
大
町
に
建

設
し

た
 

「立
侵
武
多
の
館
」
（
岩谷
勇
幸

館
長
）
が
四
月
二
十
一
日
、

正

午
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

開
館
前
の
落
成
記
念
式
典
に

は
関
係
者
ら
約
三
百
人
が
出
席

し
、
成
田
市
長
が
「
館
の
建
設

に
よ
っ
て
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い

と
活
気
を
取
り
戻
し
市
民
に
自

信
と
誇
り
を
与
え
当
市
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
 

三
村
県
知
事
か
ら
は
「
歴
史
・

文
化
を
学
び
、
生
の
ま
つ
り
を

体
感
で
き
る
津
軽
地
域
の
観
光

拠
点
施
設
と
し
て
伸
び
て
ほ
し

い
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
 
 た

だ
き
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
「
立
侵
武
多
」
 
を

作
詞
作
曲
し
た
吉
幾
三
さ
ん
や

警
察
署
、
工
事
関
係
者
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

式
典
に
続
き
、
玄
関
前
で
館

の
名
付
け
親
の
佐
々
木
博
さ
ん

を
交
え
て
、
関
係
者
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
し
、
華
々
し
く
開
館

を
祝
い
ま
し
た
。
 

正
午
か
ら
は
、
一
般
客
が次
々

に
入
館
し
、
唯
子
や
踊
り
の
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
 

立
侵
武

多
展
示
室
で
は
、
 

「
五
穀
豊
暁
」
 
と
 
「
白
神
」
 
の

二
台
の
立
倭
武
多
の
大
き
さ
に

観
客
は
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

想い出の写真 「はいポーズ」 

館内に入ると、自分が立侵武多になっ 

'r て記念写真を撮れるコーナーがあります。 

甘 
＝、  、， ‘  

，轟 ，“ぐ‘，二一、懲』“ブ 

ー階の物産コーナーには、津軽地域の物産品が所

狭しと並べられ、品定めをしながら買い求めるこ

とができます。 



本
画
家
工
藤
甲
人
氏
の
「
津
軽
の
四
季
」
 

の
常
設
展
宗
。
本
市
名
誉
市
民
の
伊
藤
正

規
氏
や
奈
良
岡
正
夫
氏
の
絵
画
を
は
じ
め
、
 

本
県
に
ゆ
か
り
の
深
い
芸
術
家
の
絵
画
、
 

彫
塑
、
美
術
工
芸
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

の
解
説
を
興
味
深
げ
に
読
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
縦
1
0m

、
横
2
0m
の
巨
大
ス
ク
 

展
示
室
の
ら
せ
ん
状
の
回
廊
を
上
り
下

り
し
て
歩
き
な
が
ら
立
侵
武
多
の
細
部
を

四
方
か
ら
眺
め
、
各
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら

れ
た
立
侵
武
多
の
歴
史
や
製
作
方
法
な
ど
 

い
ま
し
た
。
 

リ
ー
ン
に
は
ま
つ
り
の
映
像
も
放
映
し
立
 

机
訪
れ
た
人
々
は
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
 

二
階
の
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
日
 

武
多
の
熱
気
を
丸
ご
と
体
感
で
き
ま
す
。
 

三
階
の
立
倭
武
多
の
製
作
所
で
は
新
作
 

立
侵
武
多
「
代
」
 
の顔
の
骨
組
み
が
飾
 

立倭武多の館より TEL(38)3232 

入館は、無料で立侵武多展示室と美術展示ギャラリーのセッ
ト価格は大人800円、高校生500円、小中学生300円です。 
開館時間は、午前9時から午後 9時になっていますが、立侵

武多展示室、美術展示ギャラリーは、午前 9時から午後7時ま
でとなっています。 
お唯子を覚えたい方、興味のある方を募集しています。詳し

くは、お唯子係までお問い合わせください。（担当木村、荒木関） 

~〈立倭武多展示室美術展示ギャラI) ー〉 

大人 高校生 小中学生 未就学児 

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 

立侵武多 
展示室④ ￥600 ￥540 ￥450 ￥400 ￥25U ￥220 

無 料 
美術展示
ギャラリ ⑧ 

￥300 ￥270 ￥100 ￥90 ￥100 ￥90 

④⑧の 
セッ ト ￥800 ￥720 ￥500 ￥450 ￥300 ￥270 

〈貸 室〉 

午 
、 0 0 	
前
12 00 謡

  
0
0

-
-2
1
 

 

全
卿
 
日

2
1
 

 1階多目的ホール（182人） 

×
 

 
×× × ￥8,0O0 

4 階練習室① (40人） ￥1,950 ￥2,600 ￥1,950 ￥6,500 

4階練習室② (75人） ￥2,700 ￥3,600 ￥2,700 ￥9,000 

5階会議室① (20人） ￥1,350 ￥1,800 ￥1,350 ￥4,500 

5階会議室② (20人） ￥1,350 ￥1,800 ￥1,350 ￥4,500 

5 階体験学習室（75人） ￥2,700 ￥3,600 ￥2,700 ￥9,000 

6階展望ラウンジ（120人） × × ￥7,000 × 

侵
ま

立
時
 

金魚ねぶた ￥1,000 箱付 

立侵武多灯寵 ￥2,000 箱付 

ミ二津軽凧 ￥500 ケ一ス付 

〈製作体験メニュー〉 

夜景の美しい展望ラウンジは、午後9時まで営業してい

ますので、一度お出でになってみてみませんか。 

工藤甲人氏（東京都在住・88歳） 

灘騒⑩囲事曹I 
ここに来て大変すばらしいと思った。大きい絵

を市から依頼されましたが、それまで書いたこと

がありませんでした。 

私は戦後、五所川原の皆さんに大変お世話にな

り、絵の材料が無い時代にも、励まされ今日まで

きました。この作品（津軽の四季）は、 4 枚一組、 

巾 7 メートル20センチの大作です。苦労したとこ

ろは、つなぎ目を合わせるところでした。乾燥に

より紙が収縮するものですから。 

私の絵では一番大きい作品で、約二年の制作期

間が必要でした。 

この絵の特徴は、ぼかしです。普通はきりふき

とか使いますが、私はぼかしも細い筆で手書きを

します。「館」 に飾ってもらい大変うれしいです。 

3 	平成16年 5月1日 	五所川原市役所 谷35- 2111 



佐々木博さん 

（愛知県沌南市り

建物、そして立侯武多

のすばらしさに

るばかりです。 

して実際に目の前I 
やはりこの名称

いと納得してし 

弘前市から相沢淑子さん（左）と

田村睦子さん（中） 

木造町から八木橋りゆう子さん

眺めが良く、岩

木山の稜線がふも

とまできれいに見

える景色に感激し

ています。ここで

いだだ‘ける五段重

ね趣妄武多の弁

当もおいしいです 

嚇子のポラン

市内Iき数多錦あ‘る雌品の団体。ごのポラ●万ィアは団体愈撫を

超えたもので、自分たちにとっても交流を深めていく良い機会

だと思います。 

3階博血毎武多製佐碗 

「代」製作者・斉藤忠大さん

これからが製作の本番です。 

まつりには最高のねぶたを見

たいですね。 もっと皆さんに

ランティアで製作体験しても

い自分たちが作っている立侵武

多を少しでも分かってもらえ

ばうれしいです。 ' 



繁鯵学習室 

~  
6階展望ブウンジ 

～・・ 

k 

7w 

藤田さ

趣味で集い展宗」する会場。金魚ねノ詩たなどの製作に挑戦

できる場所。様々に利用でき、交流を深めることができ

るすばらしい施設ができましたね。 

お茶のポラン元孟ワ

裏千家の江渡審成年

生（左）と遠州流の渋

谷宗松先生（中

毎週土曜日と目

にお茶のサー 

したいですね。 

ちだけでなく市内の

お茶を学んで

にも声をかけ

者のみなさんIき喜

でもらえるよ

たいと思います 

吻 
待ちに待った 

オープンで賑わう館内。 

いたるところで 

感嘆の声、笑顔、 

人の輪が見られました。 

2階 

川崎市から来売

泉谷照雄さ

中に入って一

大きさにび

ばらしい。 

でも拝見し

地元で見る

違いますね。 

にも来たし

美術展示ギ

地元出身芸ijti家のニイ年占

に囲まれる感じでとて

もよかった。 

原田実弓伽さん（左）と工藤めぐみさん 

ただくすべての方に、まつりの雰囲気

侵武多のすばらしさを体感し、館内すべ

いただきたいです。皆さん、どうぞ

武多の館にお出でください。 



長
橋
地
区
 

住
民
協
議
会
 

ら
は
岩
木
山
が
望
む
こ
と
が
で
き
る
風

光
明
婿
な
場
所
で
す
。
 

ま
つ
り
期
間
中
は
、登
山
唯
子
、
獅

子
舞
、
市
民
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
民

謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々

は
梅
の
下
で
弁
当
を
広
げ
た
り
、
散
策

す
る
な
ど
し
て
梅
の
花
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
 

長
橋
地
区
住
民
協
議
会
が
主
催
す
る

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
（
成
田喜
代

治
実
行
委
員
長
）
が
四月
二
十
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
の
十
日
間
、
津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ゾ
タ
ー
で
開
催
さ
れ
大
勢
の
市

民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
紅
梅

や
白
梅
約
二
千
本
が
植
栽
さ
れ
高
台
か
 

h0
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見
習
う
ぺ
富
多
腿
バ
0

パ
⑨
0

一
 

費
の
澗
掃
郵
仕
置
動
 

イ
 
五
所

川
原
市
シ
ル
ハ
ー
人
材
セ
ン
タ
 

た
。
昨
年
と
比
べ
今
年
は
タ
イ
ヤ
、
自
転
車
、
家
電
製
品
な
ど
の
大
型
ご
み
が
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
上
流
か
ら
流
れ
着
い
た
と
思
わ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
が
、
 一
段
と多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
の
乗
田
孝
一
理
事
長
兼
友
の
会
会
長
は
、
「街
が
き
れ
い
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
の
は
、
世
代
を
問
わ
ず
誰
で
も
同
じ
。
ま
ず
は
私
た
ち
が
先
頭

に
立
っ
て
シ
ル
バ

ー
パ
ワ
ー
の
健
在
ぶ
り
を
示
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
 

よ
り
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
環
境
美
化
運
動
へ
の
参
加
が
増
え
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
活
動
継
続
の
大
切
さ
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
盾牢
巾
シル
バ

ー
 

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
四

月
十
二
日
、
会
員
百
六

十
五
人
が
参
加
し
て
市

役
所
周
辺
や
岩
木
川
河

川
敷
の
清
掃
奉
仕
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
地
区

の
清
掃
は
平
成
二
年
に

初
め
て
行
い
、
以
降
毎

年
活
動
し
今
年
で
十
五

回
目
に
な
り
ま
す
。
 

河
川
敷
に
は
、
雪
が

解
け
て
顔
を
出
し
た
ご

み
が
目
立
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ご
み
袋
を
手
に

し
た
会
員
が
ー
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
分
別
し
な
が

ら
拾
い
集
め
、
二
時
間

程
で
き
れ
い
に
し
ま
し
 

r
 

r
 



一
市
に
巻
く
巻
く
総
画
な
ど
を
奇
 

青
森
銀
行

・
み
ち
の
く
銀
行
・

あ
お
も
り
信

用
金
庫
 

【
一
裏
誉
鼻
 
五
所
川
原
口
ー
タ
リ
ー
クラ
ブ
・
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ
・
斉
藤
繊
之
助
さ
ん
 

善
言
一
の
花
か
ご

議
」
驚

聾
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
 

一
 

!
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春
の
 

全
国
交
通
守
全
運
動
 

マ
ス
コ
ッ

ト
人
形
を
配

り
呼
び

か
け
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
（
四月
六
日

か
ら
十
五
日
ま
で
）
の
四
月
十
日
、
鶴
ケ
岡
福
寿

会
女
性
部
（
桜庭
ミ
ョ
部
長
）
は
、高
瀬
地
区
で
交

通
安
全
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手

渡
し
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

今
年
の
干
支
、
申
を
手
作
り
し
た
会
員
ら
は
、
 

「配
布
は
、
今
年
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
来
年

も
続
け
た
い
で
す
ね
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

マ
ス
コ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
 

「あ
り
が
と
う
、
気
を
付
け
て
運
転
し
ま
す
」
 

と
明
る
く
応
え
て
い
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
交
通
安
全
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

立
侵
武
多
の
館
ォ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
次
々

と
各
事
業
所
な
ど
か
ら
市
へ
絵
画
・
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
を
受
け
た
成

田
市
長
は
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
作

品
は
、
立
侵
武
多
の
館
に
展
示
し
市
民
の
皆
さ

ん
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
 

寄
贈
者
と
作
品
名
 

〇
青
森
銀
行
（
井畑
明
男
代
表
取
締
役
頭
取
）
 

H
寄
贈
（
絵
画
・
津軽
富
士
 
岩
木
山
の
図

作
者
山
谷
芳
弘
）
。立
侵
武
多
の
館
W
に
展
示
。
 

〇
み
ち
の
く
銀
行
（原
田
和
夫
代
表
取
締
役
頭

取
）
廿
寄
贈
（
絵
画
・
奥
津
軽
 
作
者
八
嶋龍
仙
・

岩
木
町
在
住
）
。立
侵
武
多
の
館
6
F

に
展
示
。
 

〇
あ
お
も
り
信用
金
庫
（
佐々
木
清
美
理
事
長
）
廿

寄
贈
（
絵画
・
華
作
者
志
水
堅
二
・
神
奈
川
県

川
崎
市
在
住
）
。立
侵
武
多
の
館
6
F

に
展
示
。
 

〇
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
中
村
恭章
 
 

会
長
）H
寄
贈
（
屋
外
太
陽電
池
時
計
一
基
）
。
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズク
ラ
ブ
（
小
野
勝
章
会

長
）H
寄
贈
（
展
望
テ
ラス
に
眺望
説
明
板
二
台
）
。
 

〇
斉
藤
繊
之
助
さ
ん
（
原
子
山
本
）H
寄
贈
（
手

振
り
鉦
・
大
中
小
各

一
組
）
。
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
株
式
会
社
イ
リ
ス
（
木
下
一
志
代
表取
締
役
）H
二
万
五

千
八
百
十
三
円
（1
0円
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト
益
金
）
。
 

〇
株
式
会
社
奥
田
（
奥田
武
彦
取
締
役
社
長
）H
寄
贈
（
お

菓
子
ダ
ン
ボ
ー
ル
十
箱
）
。
 

⑥
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
へ
 

〇
全
労
済
青
森
県
本
部
（
吉
田
恵
一
専
務
理
事
）
H
寄
贈
 

（
「
火の
用
心
の
ぼ
り
」
六
十
本
）
。
 

⑥
五
所
川
原
第
一
中
学
校
へ
 

〇
五
所
川
原
学
校
薬
剤
師
会
（葛
西
昭
雄
会
長
）
H
寄
贈
 

（
パイ
プ
イ
ス
ー
式
）
。
 

⑥
飯
詰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
市
建
具
研
究
会
（
嶋谷
高
博
会
長
）
H
奉
仕
（
障子
サ
ン

の
修
理
と
建
具
の

調
整
・
「
4
月
1
0
 

日
は
よ
い
戸
の
日
」
 

を
記
念
し
て
）
。
 

いん
 
嶋

谷
会
長
は
、
 

「」
 
「地
域
の
み
な
さ

な
 
j
土
く
‘
7

、
‘
 

、
み
 ん
が
集
う
建
物
で
 

「
」詳
緯
 

「旦
（
な
る
よ
”っ
修
理
・

椎
 
調
整
し
ま
し
た
o
 

喜
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
」
 

と
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

市建貫昇露みなさん 



5
月
1
2日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す
 

×i
I
2
 

生
活
福
祉
課
内

線
5
3
2
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
す
べ
て

の
地
域
に
配
置
さ
れ
、
「言
う
こ
と
を

き
か
な
い
我
が
子
に
っ
い
手
を
あ
げ
て

し
ま
“つ
」
 
「近
く
に
知
り
合
い
が
い
な

く
て
寂
し
い
」
 
コ局
齢
な
親
の
介
護
に

疲
れ
て
い
る
」
 
「子
ど
も
が
家
に
引
き

こ
も
り
が
ち
だ
」
 
な
ど私
た
ち
を
取
り

巻
く
心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
秘
密
を

守
る
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
が
も
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

春
の
山
菜
採
り
で
の
注
意

ー
 

い
よ
い
よ
春
の
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ

ン
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
県
内
各

地
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
件
数
で
遭
難
が

発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま

す
。
入
山
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・

天
気
予
報
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
き

ま
し
ょ

・つ
。
 

・

体
調
不
良
の
と
き
は
入
山
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
 

・

知
ら
な
い
山
や
単
独
で
の
入
山
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
 ま
た
、
入
り
慣
れ
て

い
る
山
で
も
慎
重
に
。
 

・

入
山
場
所
、
帰
宅
予
定
時
間
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
家
族
に
知
ら
せ
て
お
き

ま
し
ょ

・つ
。
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F
 
今
月
の
相
談
日
 

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑥
交

通
事

故
相
談
 

市
民
課
 
内
線

2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
 

●

5
月
1
1日
因
・
2
5日
因
 

1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
…
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線

2
0
2
 

行
政
な
ど
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
1
3日
困
 
1
0時
5
1
2時
 

●

5
月
2
7日
困
 
1
3時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員

…
行
政
相
談
委
員
 
 

⑥
税
金
の

相
談
 

税
務
課
 
内
線

4
 
2
0
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

5
月
1
2日
困
 
9
時
3
0分
5
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
…
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑥
こ
こ

ろ
の
相
談

日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健

予
防
課
 

狙
（3
4)
21
0
8
 献
（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
っ
、
家
庭
 

や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
 

ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
な
ど
の
相
談
を
受
 

け
て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

5
月
1
4日
圏
 
1
3時
5
1
4時
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

5
月
2
5日
因
 
1
3時
5
1
4時
 

「離
転
職
者
」
訓
練
生
募集
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

狙
（3
7)
3
2
01
 

7
月
生
の
募
集
は
次
の
と
お
り
。
ま

た
、
8
月
以
降
も
様
々
な
コ

ー
ス
（科
）
 

を
開
講
す
る
予
定
で
す
。
 

●

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
（事
務
）
科
 2
5名
 

7
月
1
日
困
か
ら
3
カ
月
間
 

◇
対
象
者
…
雇
用
保
険
受
給
者
 

◇
募
集
期
間
…
5
月
1
2日
困
 

5
6
月
9
日
困
 

◇
選
考
方
法
…
面
接
と
書
類
 

学
生
の
み
な
さ
ん
 

］
」
存
知
で
す
か
？
 

5
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
5
 

国
保
年
金
課
 
内
線

川
5
m
 

学
生
の
方
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
 

（
学
生納
付
特
例
制
度
）
があ
り
ま
す
。
 

◆
制
度
の
概
要
 

学
生
の
方
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
所

得
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
本
人
が
納
め
る
こ
と
が
困
難

で
す
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
と
し
た
制
度
で
す
。
 

学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
満
額

の
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
も
、
卒
業
し
た
ら
忘
れ
ず
に
追
納
し

て
く
だ
さ
い
。
 

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
 

①
年
金
手
帳
、
②
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
（コ
ピ
ー
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
、
 

③
印
鑑
（
認
印
で可
）
、④
失
業
や
前
年

所
得
な
ど
の
証
明
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
 

ご
注
意

ー
 

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
承
認
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
は
、
毎
年
5
月
末
ま

で
に
届
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

消
防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ
 ノ」
 

m
(3
5)
20
1
9
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
伴
う
事
前
講
習
 

物
理

・
化
学
：
5
月
2
7日
困
 

9
時
5
1
6時
3
0分
 

消
防
法
令
…
5
月
2
8日
団
 

9
時

、
1
6時
3
0分
 

会
場

…
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
 

タ
ー
 

受
付
…
当
日
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
ら
 

問
い
合
せ
先

…
木
村
石
油
 

皿
（3
4)
3
1
 
ハb
に
U
 

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
日
程
等
は
、
 

広
報
4
月
1
5日
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

【
 

r
 



5
周
年
鯵
ケ

沢
会
ー
 

事
務
局
狙

（3
4)
6
81
2

北
浦
 

五
所
川
原
農
林
高
校
ン

公
開
講
座
受
講
生
募
集
 

一
 
！
」
異
W
一匠

も
ブ
 

3
B
体
操
と
は
、
ボ
ー
ル
、
 ベ
ル
、
 

ベ
ル
タ
ー
を
使
う
健
康
体
操
で
す
。一肩

こ
り
や
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
方
、運
動
不

足
の
方
、
 一
緒
に
運動
し
ま
せ
ん
か
。
 

●

毎
週
金
曜
日
 
1
3時
5
1
5時

コ
ミ
ュ
 ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
栄

◇
会
費
…
月
2
0
0
0
円
 

就
園
前
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
遊

び
の
広
場
。
リ
ズ
ム
遊
び
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
遠
足
、
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
の
仲
間
づく
り
。
 

●

毎
月
2
回
、
5
月
は
1
4日
囲
、
2
7日

困
 
1
0時

、
1
2時
 

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
申
込
み
の
う
え
参
加
く
だ
さ
い
。
 

粉
子
体
験
学習
 

ノ
 

弘
前
大
学
農学
生
命科
学
部
金
木
農場
 

m
(5
3)
2
0
2
9献
（5
2)
51
3
7
 

や
さ
しい
3
B
体
操
 

会
員
募
集
 

狙
（2
8)
3
2
8
6
 川
口

狙
（3
4)
3
6
9
0
奈
良
 

新
緑
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
歩
こ
う
会

狙
（3
5)
8
24
1

片
岡
 

五
農
の
施
設
・
設備
を
利
用
し
、
染

物
や
食
品
・
木
工
加
工な
ど
楽
し
い
講

座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
 

◇
場
所
…
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

◇
定
員

…
3
0名
（多
数
の
場
合
抽
選
）
 

◇
対
象
…
成
人
で
、
で
き
る
限
り
全
日

程
を
受
講
で
き
る予
定
の
方
。
 

◇
受
講
料
…
材
料
費2
0
0
0
円

◇
申
込
方
法
…
5
月
6
日
困
ま
で
に
、
 

電
話
ま
た
は
隙
で
郵
便
番
号
、住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
期
日
と
内
容
（1
3時
5
1
6時
）
 

弘
前
大
学
の
農
場
で
は
、大
学
の
教

官
と
学
生
が
中心
と
な
っ
て
楽
し
い
親

子
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。
野
生
生
物
 

（昆
虫
・
魚
な
ど
）
ゃ微
生
物
を
観
察
し

た
り
、
米
作
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
 

●

5
月
2
9日
か
ら
1
0月
2
3日
ま
で
5
回
 

「っ
ち
1
回
は
1
泊
、
計
6
日
 

◇
集
合
場
所
…
弘
前
大
学
金
木
農
場

◇
対
象
…
小
学
生
の
親
子
で
計
5
0人
 

（
親1
名
に
つ
き
子
ど
も
2
名
ま
で
）
 

◇
費
用
…
（
全期
間
分
…
宿
泊
費
、
懇

親
会
費
を
含
む
）
大人
3
5
0
0
円

・
 

津
軽
金
山
焼
皿

（2
9)
3
3
50
 

◇
対
象
…
聴
覚
障害
者
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
を
有
し
、
ろ
う
あ
者
及
び
手
話

通
訳
者
と
の交
流
を
希
望
す
る
方
。
 

手
話
が
分
か
ら
な
い
難
聴
及
び
中
途

失
聴
の
聴
覚
障
害
者
で
、
手
話
を
学
ぶ

こ
と
を
希
望
す
る
方
。
 

◇
内
容
…
①
手
話実
技
（
入
門
、基
礎
）
 

②
交
流
（
ゲー
ム
、手
話
コ
ー
ラ
ス
等
）
 

③
講
話
（聴
覚
障
害

・
手
話
通
訳
・
手

話
サ

ー
ク
ル
等
に
つ
い
て
）
 

◇
講
習
期
間
…
5
月
1
2日
か
ら
1
0月
2
7
 

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、1
8時
3
0分
 

5
2
0時

（
入
門コ
ー
ス
は
7
月
2
8日

ま
で
全
1
3回
、
基
礎
コ
ー
ス
同
日
ま

で
全
2
5回
）
 

◇
会
場
：
中央
公
民
館
 

◇
受
講
料
…
無
料
（
教科
書
代
／
入
門
 

小
さ
な
節
目
の
五
周
年
、
今
回
は
種

里
の
 
「津
軽
為
信
の
館
」
を
見
学
後
、
 

山
海
荘
（
水軍
の
宿
）
で
懇親
会
。
古
里

の
町
並
み
や
山
川
の
変
貌
、遠
い
昔
の

郷
愁
、
そ
し
て
立
侵
武多
の
館
の
P
R
 

な
ど
も
兼
ね
た
体
験
交
流
の
集
い
に
し
、
 

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
も
の
で

す
。
案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
で
、
参

加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、事
務
局
ま

で
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
3
0日
回
 
9
時
3
0分
 

五
所
川
原
駅
集
合
 

◇
会
費
 

男
性
5
0
0
0
円
 

女
性
4
0
0
0
円
 

ご
夫
婦
歓
迎
9
0
0
0
円
 

ぎ
の
陶
器
祭
り
 

西
北
中
央
病
院
 
精
神
科

皿
（3
5)
31
1
1
 内
線
籾
 

子
ど
も
3
0
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
…
5
月
7
日
囲
 

期 日 学習内容 

5 月15日田 田植え体験（手植え） 

6 月19日出 植物で遊ぶ（こけ玉） 

7 月10日出 炭焼きに挑戦 

9月11日出 染物教室（玉ねぎで草木染） 

9月25日出 食品加エ（赤～いりんごのジャム） 

10月 2 日出 木工加工（木工品） 

10月16日出 食品加工（豆腐） 

※
詳
細
は
五
農
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
 

/
 

‘
 
ノ
 
ー
 
 
i

ー
ー
，
一
 

●

5
月
2
日
⑧
5
5
日
困
 

9
時

、
1
9時
（5
日
の
み
9
5
1
7時
）
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
…
窯
出
し
即
売
会
 

(
2日
と
3
日
、
1
0時
よ
り
、
約
五

千
点
の
焼
締
陶
器
を
即
売
）
、電
動

ろ
く
ろ
体
験
、陶
芸
教
室
、
粘
土
積

み
大
会
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（
小
学生

ま
で
）
、お
楽
し
み
抽
選
会
、
「お
め

ダ
ー
ッ
参
加
し
ね
が
」
ダ
ー
ッ
大
会

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
 

精
神
科
入
院
中
の
患
者
さ
ん
が
作
業
 
◇
参

加
料
…
翻
円
（
傷
害保
険
料
含
む
）
 

療
法
で
が
ん
ば
っ
た
作
品
を
展
示
即
売
 
◇
服
装
・
持
ち
物
…
履
き
な
れ
た
靴
、
 

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

帽
子
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手
袋
、
汗
拭
き
、
昼
食
、
飲
 

●

5
月
2
0日
困
 
9
時

、
1
5時
 

み
物
、
敷
物
、
雨
具
な
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働
く
婦
人
の
家
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階
ロ
ビ
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小
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●

5
月
1
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同
 

A
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館
5
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野
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園
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B
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館
5
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詰
経
由
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野
沢
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池
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園
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2
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※
A
・
B
の
い
ず
れ
か
に
参
加
で
き
ま

す
。
松
島
会
館
8
時
3
0分
集
合
、
出

発
9
時
5
1
4時
頃
到
着
予
定
 

◇
参
加
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格
…
健
康
で
両
コ
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ス
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れ

ぞ
れ
の
距
離
程
度
歩
け
る
方
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平成16年度第I回粗大ごみ収集日程のお知らせ 
、―ー， 	 還甚討策課 内線231・23旦ー」 

◆出し方】1 世帯につき 3品目まで、粗大ごみには必ず名札をつけて、収集日の朝 8時までに出してください。 

◆申込先】各町内会の申込期限を確認のうえ、各町内会長または班長へ申込みください。 	 巨木太郎 

◆環境対策課窓口申込締切日】5月21日（金） 

〔各町内会長／＼の申込の締切りはこれ以前となりますのでご注意ください。〕 

収集月日 地 区 ． 町 内 会 名 	×5左7 、，一ノー 
5月25日（犬 中川地区 三好地区 

5月27日困 
小曲・沼田・若葉第一・若葉第二・若葉市営住宅・若葉県営・西若葉・若葉苑・蘇鉄・新

宮・新宮町・ニュ一タウン新宮・末広町・芭蕉 

5月28日囲 
寺町・岩木町・川端町・錦町・幾島町・敷島町・平井町・上平井町・中平井町・下平井町・

柏原町・東雲町・旭町‘東町・大町・本町・元町・第一柳町・第二柳町・成田町 

6月 1日（刈 
松島町 1 -'--8 丁目・十川町・青葉町・唐笠柳・水野尾・漆川・太刀打・桃崎・尻無・一野坪・

石畑・前泡・中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳・東松島 

6月 3 日困 
平和町・日の出町・不魚住・千鳥・八重菊・はるにれ町・湊団地・下り枝・湊・姥蒐・

第ー船橋・猫測・菖蒲・三ッ谷・マイタウン船橋 

6月 4 日働 みどり町 1 -8丁目・雇用促進住宅・梅田・中泉 

6月 8 日（刈 
稲実・稲実団地・柳沼・米崎・広田・藤浦団地・みなみ広田・広平・七ッ館・虫流・光ケ

丘・ひがし光ケ丘・石岡・吹畑・田園町 

6月10日困 ―ッ谷・一ッ谷団地・雛田・さっき町・烏森・鎌谷町・布屋町・弥生町・新町・田町・栄町 

6月11日囲 飯詰地区 毘沙門・長富地区 

6月15日因 長橋地区 七和地区 

    

収集ごきない品目 

 

収集ごきる品目 

    

           

(1）木製や布製などの可燃性の粗大ごみ（木製テーブル・木製イス・タンス・じゆう

たん・ふとん・たたみ等） 

②適正処理が困難なもの（ソファー・スプリング付きマットレス・ピアノ・エレクトーン等） 

⑧危険物及びその容器等（ドラム缶・ホームタンク（室外用）・ポリタンク・ガスボ

ンベ・オイル缶・消火器等） 

囲家屋の改築や補修に伴うもの（浴槽・流し台・建築廃材・ブロック・多量のトタン等） 

⑤家電リサイクル法に定められてしる品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機） 

(6v、ソコンリサイクル法に定められている品目（ノートブックパソコン、デスクトッ

プパソコン本体、ディスプレイ） 

マ）その他（バイク及び自動車等の部品’農機具／農業用資材’タイヤ等） 
	

ノ 

 

金属、プラスチック製等のもので次に挙げるようなもの

スチール製テーブル及びイス・スノーダン

プ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデッ

キ・掃除機・自転車・ガステーブル・ス

キー・物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・

えんとつ・米びつ・トタン（日曜大工で出

る程度のもの）・室内用灯油タンク（スチー 

ル製）・バッテリー・ストーブ等。※ストー 

ブは必ず灯油と電池を抜いて出してください。 

 

  

  

  

           

                

   

※市で処理できないごみについては、一般廃棄物収集運搬業者または販売店に依頼し、適正処理してください。 

  

                

                

                

                

十岩木太郎 

”カ来（f胃力但 運転者の皆さん、安全運転してますか？ 
ーーー’ーvー“""” 	 五所川原警察署 T[135 -2141 
五所川原警察署管内では、春の交通安全運動期間中の 4 月11日に痛

ましい交通死亡事故が発生し、交通死亡事故ゼロの記録は240日でス

トップしました。 交通事故の原因は、 他のものに気を取られたり、ぼ

んやりと運転したことが大半を占めています。運転者の皆さん、まず、 

運転席に座ったらシートベルトを締めましょう。 そして、 運転中は運

転に集中しましょう。 前をよく見ていなかったという事例には、 次の

ようなものがあります。 あなたに思い当たることはありませんか。 

■前は見ていたけど、遠くのほうを見すぎ、近くを見ていなかった。 

■対向車に気を取られた。 

■カーナビに気を取られた。 

■助手席のバッグから物を取ろうとした。 

■携帯電話が鳴った。 
これらに注意を向けるのは、たいした時間ではないと思うかもしれませ 

んが、 車は走っているということを忘れずに、 安全運転に努めましょう。 

都市計画の変更に関する 
説明会の開催について 

都市計画課 内線323 

五所川原市地方総合卸売市場の都市 

計画の変更にあたり、次のとおり説明 

会を開催します。 

◇施設の位置 

市内広田字柳沼55番地3他 

◇施設面積 

変更前 約37,O0Orr 
変更後 約50,600' 

◇説明会 

5月10日（月） 19時～ 

コミュニティーセンター栄 

万0番 麟穿 

五所川原市役所 容35- 2111 平成16年 5月1日 10 



狂犬病予防集合注射、犬の登録を実施します／ 

狂犬病予防法により、飼い主は犬を登録し、年1回予防注射を受けさせることが義務づけられています。集

合注射の会場では犬の登録と予防注射が 1度で済みます。どちらの会場でもご都合に合わせてお越しください。 

登録済みの方には、「注射申請カード」が送付されます。必ず持参してきてください。 

◆費用 集合注射料金：3,000円 新規登録：3,000 円（登録済みの場合は不要） 

平成16年度 狂犬病予防集合注射日程表 

月日 実施時間 実 施 場 所 

5/23 9: 30--- 12:00 市役所ー般駐車場車庫 

（日） 13:00-15:00 コミュニテイセンタ―栄 

9:0Q-- 9:40 農村婦人の家（小曲） 

9: 50-- 10:50 五所川原保健所 

5/24 11: 00 -11: 30 中央コミュニテイセンタ― 

11:40--12:10 しきしまコミュニテイセンタ― 
（月） 13: 10-14:00 北部コミュニテイセンタ― 

（下平井町~日福祉会館） 

14:10-15:00 五所川原市森の家 

9:00- 9:50 富士見コミュニテイセンタ一 

5/25 10:00-10:50 コミュ二テイ一防災センタ一（鎌谷町） 

11:00---12:00 中央公民館 
（火） 13:00--14:00 松島会館 

14: 10---14:40 田闘町集会所 

9:00- 9:40 みなとコミュ二テイセンター 

9:5Q-.-10:20 サンプラザはるにれ 

5/26 10:30---11:10 姥葱集会所 

（水） 11:20--12:00 稲実集会所 

13:00-13:20 柳沼町内会第一緑地 

13:30---15:00 みなみ広田町内会集会所 

9:30-.--1O:30 ごしよがわら市農協栄支店 

5/27 10:40---11:10 浅井集会所 

11:20-11:50 七ッ館屯所 
（木） 13:00-13:30 梅沢支所 

13:40----14:10 中泉集会所 

9:30-- 9:50 種井集会所 

5/28 10:00 --10:20 田川集会所 

10:30---11 :00 高瀬集会所 
（金） 11:10-12:00 コミュ二テイセンター三好 

13: 00-1 4:00 藻川コミュ二テイ消防センタ― 

6
/
6
(
8
)
 

 

9:30-.-10:30 中央公民館 

10:50---11 :50 
13:00--15:30 

コミュ二テイセンタ一松島 

市役所一般駐車場車庫 

月日 実施時間 実 施 場 所 

9: 30- 10:00 コミュ二テイセンター中月~ 

10: 10'-10:30 沖飯詰集会所 

6/7 10:40'-ll :00 桜田屯所 

（月） 11 :10-12:OO 毘沙門支所 

13:00-13:30 長富コミュニテイ消防センタ― 

13:40-14:10 共栄集会所 

ノ
ー
 
 

6
 
LIし 

8
A
J
 
 

9:00- 9:50 十川集会所 

10:00--10:30 ―野坪集会所 

10:50-11 :10 
11 :20-11 :40 

平町集会所 

興隆屯所 

13:00-13:50 飯詰支所 

14:00-14:30 下岩崎集会所 

n
u〕
 A
'J一

 
 

6

(
;
 

ノ
水

J
 
 

9:30-10:OO 漆川集会所 

10:10--10:40 吹畑コミュニテイ消防センタ一 

10:50-11 :20 
11 :30-12:00 

唐笠柳神社前 

米田神社前 

13:00-- 13:30 水野尾コミュニテイ消防センタ― 

13:40-14:10 ふれあいハウスかいどう 

9:30- 9:50 前田野目バス停付近 

10:00-10:20 前田野目公民館 

10:30---10:50 高野文化センタ― 

6/10 11 :iJQ---1 1:20 高野神社前 

11:30-11:50 持子沢コミュニテイ消防センタ― 
（木） 13:00-13:30 七和支所 

13:40--14:00 コミュ二テイハウス原子 

14:10-14:40 俵元農産物加工センタ― 

14:50-15:10 豊成稲荷神社前 

9:30-10:20 福山コミュニテイ消防センタ― 

10:30へ-11 :20 野里集会所 

6/11 11 :3Q-12:QQ 長橋支所 

（金） 13: 00へ'l 3:30 松野木集会所 

13: 40-1 4:00 若山集会所 

14:10-14:30 戸沢集会所 

、犬の飼い主の皆さんヘ ノ 
1，犬の散歩の際は、必ずシャベルや袋等を持参し、フンを放置せず持ち帰りましょう。 

2 ．犬によっては人に危害を加えることがあることを認識し、 放し飼いは絶対しないで 

ください。（放し飼いをしている人をご存知の方は、環境対策課または保健所までお 

知らせ願います。） 

3‘登録と狂犬病予防注射は、室内犬・室外犬を問わず生後 3 カ月以上のすべての犬が

対象となります。 

4 ．登録している犬の死亡、転居・譲渡等は必ず届け出てください。（集合注射の会場で

も受付しています。） 

5 ．動物病院で狂犬病予防注射を受けた場合には、市役所窓口で「注射済票」 の交付を

受ける必要がありますので、交付手数料550円と病院で発行する証明書を持参してく
ださい。 

11 平成16年 5 月1日 



乍ー身体障害者等か 
に対する 	I 

軽自動車税の減免 

税務課 内線424 

男女共同参画室より ミニインフオメーションNo. I6 

内線462/E-maiI goshogawara42@net.pref.aomori.jp  

平成16年度あおもり女性大学受講生募集タ 
あおもり女性大学では、女性の自立と社会参画を促進するために、専門

的でかっ幅広い学習の機会を提供し、あらゆる領域において問題の解決に

向けて行動でき、政策・方針決定の場に登用できる女性を養成し、男女共
同参画社会づくりの推進を目的として受講生を募集します。今年度は、全 

13日間のうち 6 日間は五所川原市で受講できます。 

◆募集人員 	県内在住の女性20名程度 

◆募集対象 	県内在住のおおむね20歳から60歳の女性で、男女共同参画

社会っくりへの取り組みに意欲・関心があり、原則として全講座受講で

きる方。 

◆実施期間・内容 	1期 2 カ年 

1 年
 
目
 
基
 
礎
 
講
 
座
 

 
2年目（実践講座） 

~ 期間 I 	6月から12月まで（13日間） 4月から12月まで（ 9日間） 

区F 「 	26講座 
~ 	(1講座 2時間、1日2講座） 

18講座 
(1講座 2 時間、1日2講座） 

座 
容 

~男女共同参画社会づくりゃ県政 
］等に関する講座 

県政課題にっいて受講生が決め
たテーマで卒業論文を作成 

	

◆受講料 	無料。ただし、交通費等は受講生が負担 

◆募集要項及び受講申込書 	男女共同参画室 

	

、◆申込締切 	5 月20日困 青森県男女共同参画センター必着 

	

×’甲七- Il叩り刀 	U ノコ山U口川v 目’木ジベフコブ、フてI一」少凹」＝ ノ ノ ヌ」’匂 

身体障害者等に対する軽臼

動車税は、申請により減免さ

れることがあります。 

減免を受けようとする方は、 

納期限前 7日までに申請して

ください。 

◇申請に必要な書類 

①障害者手帳 

②運転免許証 

③軽自動車税納税通知書 

④印鑑 

⑤軽自動車税減免申請書 

（税務課に備え付けてあり 

ノ 、 	ます。） \ 

』
を
諏
ゆ
港
パ
凄
譲

n噴
を増
け
中
、槻
 

在
、
県
内
各
地
で
市
町

村
合
併
に

つ
い
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

地域の将来にフいて皆さんのご意見をク 

市町村合併地域説明会・を開催します 

市長が、皆さんの地域に赴き、五所川原市を取り巻く市町 会 し住 り

村合併問題についてご説明し、意見交換をいたします。 

月 日 曜日 時間 開催場所 対象地域 

5月10日 月
  

9 】 30 コミュニテイセンター三好 三好地区 

13 : 30 コミュ二テイセンタ一中川 中川地区 

18 : 30 富士見コミュニテイセン夕― 五所川原南地区 

5月11日 火
  

9 】 30 毘沙門・長富コミュ二テイセンタ― 毘沙門・長富地区 

13 : 30 コミュニテイセンタ一長橋 長橋地区 

18 : 30 中央コミュニテイセン夕― 
五所川原北地区

小曲地区 

5月12日 水
  

9 】 30 コミュ二テイセン夕ー松島 松島地区 

13 : 30 梅沢コミュニテイセンタ一 梅沢地区 

18 : 30 みなとコミュニテイセンタ― 湊地区 

5月13日 木
  

13 : 30 コミュ二テイセンタ一飯詰 飯詰地区 

18 】 30 コミュ二テイセンタ―栄 栄地区 

5月14日 金 9:30 コミュ二テイセン夕一七和 七和地区 

〈問い合わせ先／合併対策室 内線528・529) 

五所川原市役所 公35- 2111 
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会
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、
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討
 

し
、
ご
意
見
な
ど
を
伺
っ
た
上
で
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定
協
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住
民
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
 

当
市
に
お
い
て
も
、
金
木
町
と
市
浦
村
よ

り
正
式
な
合
併
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の
で
、
 

費
方

交
付
税

の
大
幅
な
削
減
な
ど
地
方
自
治
体
 

長
引
く
不
況
に
よ
る
税
収
入

の
減
少
や
地
 

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

当
市
将
来
を
大

き
く
左
右
す
る
市
町
村
合

併
問
題
に

つ
い
て
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

法
定
協
議
会
…
法

律
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ

る
協
議
会
で
、

市
町
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活動紹介No.26 

健康福祉課 

内線234・236 

市民総合健診を、 次のとおり実施します。 健康に自信のある方も、 年に一度は自分の体をチェックし、 自分の

健康づくりに生かして生活習慣病の予防に役立てましょう。 申込受付は 5月25日因から6月 1 日（火）までです。 

「市民総合健診申込み用紙」 は各世帯に送付されるか、保健協力員が届けます。 

⑥申し込み方法…申込みの有無に関わらず、 全ての方が「市民総合健診申込み用紙」 に該当する番号を記入し、 

切りとってポストに投函するか、 地区の保健協力員にご持参下さるようお願いいたします。 電話でのお申込は間

違いのもとになりますのでご遠慮ください。 健診申込みのあった方には健診日 2 週間位前に健診日程、 健診時の

留意事項、健診場所等を通知します。 

対象者 種 	類 内 	容 
料 金注1) 受付 

時間 国  保 その他 

40歳以上の

男性・女性 

基本健康診査 

肝炎ウイルス検診注1) 

身体計測、血圧測定、検尿、心電図、血液検査（必

要により痛風検査）、眼底検査、医師診察 
500円 500円 

7 時 

1 

9 時 

胃がん検診 パリウムで胃エックス線撮影（透視） 800円 t200円 

大腸がん検診 
スライドに便をぬるだけの手軽な便潜血反応

検査 
500円 500円 

肺がん・結核検診 胸部のエックス線撮影。必要により曙疫検査 600円 600円 

30歳以上の

女性 

子宮がん検診 頚部細胞診。必要により体部細胞診 500円 t000円 

鵬

ー
鵬
 

乳がん 

（甲状腺）検診 

①60歳以上は隔年注2）でマンモクラフイのみ実施 
②40-50歳までは隔年注2）で視触診とマンモグラフイ 
の併用実施 

③30'-39歳までは視触診とマンモクラフイ（医師の指 
示で必要者）の併用実施 

＊受診通知の際、個別に受診方法の詳細をお知らせ 
します。 

500円 500円 

※平成16年 4月から市内医療機関でミニドック（基本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診を受けた方、これから受ナる予定の

方は同じ種類の検診を受けることができません。70歳以上の方、生活保護世帯の方、非課税世帯の方は無料です。対象者の

年齢は、平成17年 3月31日の満年齢です。 注D 肝炎ウィルス検診は、集団検診（市民総合健診）のみ実施します。対象は、節目年齢 
(40,45,50,55,60,65,70）の男性・女性です。 注 2）今年度は、偶数年齢の方が対象となります。 

⑥健診 6"'6/30. 7/1. 2. 20. 21. 22. 23. 	8/9. 10. 11. 23. 24. 25. 26. 27. 9/3. 6. 7. 8. 9. 10. 17. 10/18. 
19. 20. 21. 22. 25. 26. 27. 28. 29（住所別の健診日程は、広報 5月15日号でお知らせします。） 

⑨健診場所・・‘コミュニティーセンター中川、松島、梅沢、七和、飯詰、長橋、三好、毘沙門、栄、藻川消防センター、松島

会館、中央公民館、市民体育館。 

~mづクーーり勿り勿り乙乙αααα乙乙乙りりり乙乙りづりzり乙“クり乙り勿zm乙乙乙乙乙り乙りりノz／ルzmmzノンz乙ノノンソンり／zzaaaa乙乙／zイZイイ乙乙乙りイ乙乙乙てZZ乙イ,り乙乙ノzza乙乙乙イ乙ぐZ乙ノzaa乙乙乙ノJり乙乙乙乙乙乙り 

仕事の都合で怜央くんを保育園へ迎えに来れな

いお母さんの代わりで、提供会員の弓子さんがお

迎えに来ました。 

弓子さんを見て笑顔を見せる怜央くん。共働き

の家庭が多い中で、このような提供会員の活動は
依頼会員の大きな支えとなっています。 

随時会員募集 JEt (35) 8953 

図書館からのお知らせ TEl. 34-4334 

利用時間 	火～金曜口 9 時30分～18時

土・日曜日 9時30分～17時 

5月の休館日 	毎週月曜日、 4 日（刃、 6困.. 20日困 

*5月5日困は開館いたします。(9時30分～17時） 

蔵書点検期間 	5 月下旬から 6 月中旬に変更 

6月16日～25日 

5月のおはなし会 	テーマ 「あいさつ」 

5 月15日（土） 13時30分～14時30分 

谷 33- 2111 

ガノI テンシア 5月の催物案内 
ふるさと交流圏民セン夕一 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
  

13 木
  

五所川原市制50周年記念 
ウイ一ン・ゾリステン・トリオ 
Concert 	Fusion 

18:30 
全席自由 
前売 3,800円 
当日 4,000円 

小

ホ
ー
ル
  

15 土
  

劇団EL・STAFF 
第8回公演「HEROJ 

18:00 

当日・前売 
（全席自由） 
大人1,000円 
学生 500円 

25 火
  

社団法人五所川原市シ)レべ―
人材セン夕一 通常総会 

14:00 関係者 

13 平成16年 5 月1日 	五所川原市役所 容35-2111 
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◆日 時… 5 月28日（金） 13時～14時 

◆場 所・・・働く婦人の家・保健センタ1 3階ホ 

◆テーマ・・・長びくセキについて 

~ ◆講 師…中村謙弥先生（中村内科医院） 

、 ◆主 催…北五医師会・五所川原市民保健協議会 

3 階ホール 

曹麟警ーマ 	、 

おいしい減塩生活
をはじめましょう 

畦萎 五所川原市食生活改善推進員会 

1人分／43屈・塩分 0.7g 

／■材料（6人分） 	 う 

トマト・ 	1とV2個 	ちりめんじゃこ…大さじ 2 
水菜 	120g 	ごま油 	大さじ 1 

×a 	しょう油大さじ1/2 ’酢大さじ1/2  

■作り方 

①トマトはノ＼たを除いて 1口大の乱切りにする。 

水菜はさっと熱湯を通し 3~ 4 cmの長さに切る。 

②ちりめんじゃこは熱湯をかけて水気を切る。フライパ

ンにごま油を熱し、じゃこを力リカリになるまで妙

め、粗熱をとる。 

③水菜とじゃこを合わせて aで調味し、 トマトを加えて

さっと混ぜ、器に盛りつける。 

トマトの酸味で塩分少量でもアクセントのあるさっぱ

りした味に仕上がります。ごま油を熱したときの独特の

香ばしい香りも食欲を誘います。素材の風味を生かして 

ぐいしく食へることがうす味を長く続―ナるコソです。ノ 

、 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相談等に

も応じます。 

開催場所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家・ 

保健センター 
5 月12日困 10 : O0‘12 : 00 

ぐみんなの健康教室う 

平成16年度「みんなの教室」受講生募集 

みんなの教室は、初心者の方々を対象に心豊かで健康な暮

らしづくりを進めるために、 グループで学習するものです。どな

たでも気軽に参加できます。 

◇日 程 	5 月～11月まで12回開講 

◇受講料 	無料（ただし、教材費は実費負担） 

◇申込方法 	はがきまたはFAXにて希望教室名、住所、氏 

名、性別、電話番号を記入して申し込みください。（原則と 

して1人1教室） 

ト中央公民館 FAX 35-6058 

〒 037- 0016 五所川原市字ーッ谷504-1 

◇締 切 	5月12日困 

◇開講式 	5月19日困 10時～ 大ホール 

＠決定通知は出しませんので、申込まれた方はご出席下さい。 

〈教 室 一 覧〉 

軽スポーッ 

（ダーッ等） 
月
  

10時～12時 
囲 碁 土

  
14時～16時 

書 道 水
  

10時～12時 
遠州流茶道 月

  
13時～15時 

着付け 金
  

10時～12時 
小原流生け花 火

  
10時～12時 

スポ―ッ 

（ストレッチ等） 
火
  

10時～12時 
盆 栽 木

  
18時～20時 

太極拳 木
  

19時～21時 中国料理 月
  

10時～12時 

パッチワ―ク 木
  

10時～12時 英会話 水
  

19時～21時 

手編み 火
  

10時～12時 中国語 金
  

19時～21時 

エルネット・オープンカレッジ 

衛星通信を使った教育衛星ネットワークです。内容は基礎

から専門的なものまで幅広い分野にわたり、全国各地の国公

私立大学の特色ある公開講座を放送しています。 

◇会 場 	中央公民館 2F 視聴覚室 

◇日 時 	毎週火・木・金・土曜日 

◇申込期限 	各放送日の一週間前まで申し込みください。 

◇番組表 	市のホームページをご覧ください。 

⑥放送日及び講義内容は、変更されることがあります。また、 

天候により受信できないことがあります。 

子ども放送局 

衛星放送で子ども向け番組を全国に発信。子どもが興味を

持つあらゆる分野の番組が盛りだくさんです。 いずれの日も、 

子どもたちが楽しめる情報でいっぱいです。 

◇会 場 	中央公民館 2F 視聴覚室 

◇日 時 	毎週土曜日 10時30分～12時 

（第 4 週は13時～14時30分） 

◇申込期限 	各放送日の前日まで申し込みください。 

◇番組表 	市のホームページをご覧ください。 

家族で映画を楽しむ会～5月 

お地蔵さんに化けお団子をもらう 3 匹の子ぎつねが、お供え

をしてくれるおばあちゃんの大切な写真を破ってしまいます。 

人間と子ぎつねの心のふれあいを描いた感動のアニメーション

と、 恒例の『日本昔ばなし』 より 「養老の滝」 「雀とキツツキ

と山鳩」他をお楽しみください。 

◇日 時 	5 月22日（土） 10時～11時30分（無料） 

みんなのギャラリー展示紹介曹 

「葛飾北斎・富獄三十六景版画展」 

新岡保夫氏が所蔵する版画を展示します。展示後、版画は 

市に寄贈されます。展示は 5月10（月）まで。 

五所川原市役所 谷35- 2111 	平成16年 5 月1日 14 
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